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  私は視力に障害があります。知っている方とすれ違っても気づかないほどの弱視なので失礼なことがあるかと思いますが、ご理解くださるようお願いいたします。

流山市議会議員 藤井としゆき

流山のために新人議員として4年間がんばりました。市民のみなさまのご意見をぜひお寄せください。
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議員の数を32名→28名に減らしました
私の公約、議員定数の削減を達成しました。議会最大会派と協力し、4名の削減を実現しました。議会改革を一
歩すすめました。

2億3000万円の税金を節約しました
三十数年間同一業者が随意契約。議会で問題点を再三指摘。一般廃棄物運搬収集業務を随意契約から一般競
争入札に変更。初の入札では、前年比 37%ダウンの2億 9000万円で落札。平成 15年からの合計だけで2億
3000万円 (44%) の節税。これからも毎年の節税効果は莫大な金額になるはずです

子どもたちへの予算を削減から増額へ転換しました
緊縮財政から学童保育の予算も削減の危機に。市長に直訴し理解を得て、逆に増額になりました。学童保育の民
営化立ち上げの05年から、おとうさん、おかあさんとともに自主運営に知恵を絞り、汗を流しています。

流山市の病床計画数を約60床から約700床に変えました
子どもたちの救急医療を少しでも良くしたい。民主党の国会議員秘書、県議会議員と共にデータを用意して県庁を
訪ね、広域医療計画の変更を訴えました。その結果、病床数が約 60から約 700に大きく計画変更されました。

安全な制限速度を実現しました
住宅街なのにスピードを出すドライバーが絶えないと住民のみなさんが心配する道路。流山警察、市役所交通安
全課に事情説明。希望通り時速 30キロ制限道路になりました。

「住みやすい流山」を目指して行動しました
鰭ヶ崎や西初石、平和台等のマンション紛争では、住民とともに建設計画の問題点を考え、周辺の住環境への理
解と協力を訴えました

自ら動き、自分で汗を流しました
スピーカー付きマイ自転車で、防犯パトロールを実施。道路脇の草刈り、お祭りの実行委員など数々の汗を流す
仕事を市民のみなさんと一緒に行いました。

4年間、すべての議会で質問。行政をしっかりチェックしました
井崎市長もすべてに目が届くわけではありません。市民の目線で税金の使われ方が適切かどうかチェックし、問題
点を指摘、市民の声を伝え、改善策を提案する事に4年間全力投球しました。



4 年間、新人議員として全力投球してきましたが、二期目も新たな気持ちで全力で頑張る
ことをお約束します。

何事にも一生懸命な藤井さん　
いざき義治さん（流山市長）

藤井としゆき市議は、この 4年間、市民の立場に立って要望
の提出や建設的な提案を次々に行ってきました。藤井議員は、
普通の市民の声なき声を市政に反映させるため、笑顔で奔走し
てきました。その行動力と私利私欲とは無縁の藤井議員を、私、
いざき義治は、自信をもって推薦します。

藤井さんは市民のサポーター　 江戸川台東在住　働く主婦Tさん
江戸川台子どもルーム（学童保育）の民営化の問題が発生した際、深夜まで続いた
会合に毎回参加し、働いている親がなかなか対応できないような仕事に動いていた
だき本当に助かりました。その活動は現在までつづき、市民の声を直接聞いて、実
際に行動し、市政に反映していただける力強いサポーターだと思います。

応援メッセージ

応援メッセージ

市民にのための政策をどんどん提案し、日本中に広めていきま
す。
「市会議員には無理」と言われる問題でも、勇気を持って取り
組みます。
高齢者、障害者、忙しく働く人、子育て世代、介護する家族の
代弁者として行政にかかわります。
市長や職員に「お願い」するだけでなく、現場に入り込み、自
分でできることは行い、実体験を通じて行政に提案していきます。
「子育てしやすい流山」を一層推進するため、学童保育施設、
病児保育、駅前託児所の充実に全力を尽くします。
議会改革を断行し、活発な議論が出来る議会を作り、政務調
査費等の透明性を高めます
電子入札の推進を進め、談合をなくします。
行財政改革や議会改革を進め、企業誘致や人口増により財源
を確保し、市民サービス向上を目指します。

藤井としゆきの決意


